








































回 目農工Al、A2、Bシリース

A警告
・あぜぬり機の装着は、平らで固い場所を選ぴ、いつ

でも危険をさけられる態勢でおこなってください。

・あぜぬり機の装着は、 トラクヲ付属のローヲリと同

じ順序です。 トラクヲ取扱説明書の「口ーヲリの取

付け・取外しJの項を参照してく ださい。
・トラヲヲのまわりゃあぜぬり機との聞に、人が入ら

ないようにしてください。

・あぜぬり織の下へもぐったり、足を入れたりしない

でく ださい。

・あぜぬり機の調!Ilをするときは、 トラヲヲの駐車ブ

レーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立」の位置に

し、エンジンを停止してください。

・卜ラクヲとの装着バランスが悪い場合は、トラクヲ

メーカ純正のバランスウェイ卜を付け、前後バラン

スを欄墜してください。

守らないと、死亡事故や傷害事故につながり ます。

-トラクタ付属のロータリのカブラ(別名フレーム，ヒ

yチ)、およびジョイントを兼)IJであぜぬり機にも

使川します。

取外しは、トラクタ付紙のロ

ータリと同じ方法でおこないます。

・トラクタの型式、および3点リンクの規絡で談:.，vfの

Ml<は!民なります。ここでは一般的な説明をします。

(1)カブラのハンドルを操作し、ロータリを外します。

(2)トラクタをあぜぬり機の中心に合わせ、まっすぐパ

ックします。

トラクタの計111庄を下げて、カブラの トァプフ ックを

あぜぬり機のト ップピンの下へくぐらせます。 トラ

クタとあぜぬり機の"1'心が合うまで繰り返してくだ
さい。

合わせづらいときには、スタンドキャスターで合わ

せるのも lつの}j法です。

(3)ゆっくりトラクタの1111圧を上げて、 トップフ ックで

トップピンをすくい上げます。

あぜぬり機のロワーピンがカプラに入ります。
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(4 )ハンドルを操作し、フ ックで|剖定します。必ずスト

ッパーをかけ、ロ ックします。

必ず確認してください。

補足

・フヅクが当たったり、ジョイ ントが入らな

い場合は、トラクタのI111圧を下げてあぜぬ

り機を外し、的めからやり直してくださ

し、。

-あぜぬり機が左右に傾いているときは、 ト

ラクタの右側リフトロ ァドの長さを調節

し、あぜぬり機の傾きにカブラの傾きを合

わせてから袋治してください。

持ち上げ時の注意 | 
(1 )トラクタへ装着したときは、 fj詰上げJI時にトラクタ

とあぜぬり機がぶつからないように、I111圧をゆっく

り上げながら礁認します。特にキャビン付きトラク

タの場合は、 n.面のガラスを突き上げないように注
意してください。

(2)トラクタにより、スイ ッチで「最 i二げ」まで自動上手i

する機種があります。作-tri機が勢いよく上がるた

め、 トラクタとあぜぬり機とのIi日隔をIOOmm以上1m

けるように、上げ税制をしてくださし、。

(3)トップリンクやロワーリ ンクの1[1(付穴位也、および

リフトロ ァドやト ップリンクの長さを変えた場合に

は、調教をやり直してください。

(4)リフト ロァドの長さを湖節して、あぜぬり機の左布

を水平に[調節してください。

A注意
・トラクヲの取扱説明書r3点リンク、および油圧関
係Jをよく読んでください。守らないと、機械の損

傷やケガの原因となります。



ジョイントの取付け | 

A注意
・PTOクラッチを切り、トラクヲの工ンジンは必ず
停止させ、ジョイントの取付けをしてくださL、。守

らないと、死亡事故や傷害事故につながります。

ジョイントの長さは、 3主治する トラクタの瑚式によ

り』もなります。ご注文H幸にトラクタの型式をIYj示い

ただければ、その型式に適応したジョイントが付柄

されます。 I~式が不 IY jの場介は棟地の長さの物が付

属されます。

※長すぎるジョイン トを装"Viすると、 トラクタのPT

O調hか作米'機の人力車hを突き、破111させます。

※w:いとジョイン トのかみ合いが少なく、ジョ イント

が破111します。

-人力制カバーを外さなくても、ジョイントは付けら

れます。点検をするときは、Rピンを抜き、 トに 1:.

げます。
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回取付け(4Sシリース)

(I ) 3 1.O:リンクにカブラを取付け、装 ~Yi: の姿勢にト ップ

リンヲの長さを合わせます。

(2)トップリンクの長さは、ロワーピンの地上高が36cm

のとき下の=G:J'Lのように、カプラが垂直になるよう

に調節します。

トyプリン7

垂直一一一一

ESカブラ

(3)ジョイン トをサポートプレートの|二にのせます。ス

テγカーl而を上にして、ジョイントを折りながらサ

ポートプレートの切り欠き古11に押し込みます。

(<1)トラク タ仰Ij(P T 0朝h)をJ!ll.付けます。ロァクピンを

押しながらはめ込み、 J!ll.付けます。取付け後、ロッ

クピンの聞がIOmm以上出ていることを確認してくだ

さい。

(t七)ジョ イントが長くてトラクタ側(PTO事h)にJ!ll.付

けできないときは、無理に取付けないでください。

長いときは、切断して使用してください。無理に取

付けると、 トラク夕、作業機を破111させる原因にな

ります。



(5)ジョイントの使える長さは F表の通りです。範囲内

で使用してください。品少ラ ップ(オスメスの危な

り)はCLCV-Zで80"m確保しています。

トラウ$1PTO租Ij
(オス世11)

「一 最縮全長
間
「

Ommの状態が良い。
ジョイントが長いときは、切断してくださ，'. 

語 ジョイント型式 最総長 使え(醐る)長さ

4 CLCV-Z655 650 650-729 
セ
ツ Z705 700 700-829 
ジト Z755 750 750-929 
ヨ

イ Z805 800 800-1029 
ン
ト Z855 850 850-1129 

回取付け(3Sシリーズ)

(1) 3 点、リンクにカプラを取付け、装~~(の安勢にトップ

リンクの長さを合わせます。

(2)トップリンクの長さは、ロワーピンの地上向が36cm

のとき下の写!'!-のように、カブラがjf~ 1立になるよう

に調節します。

垂直一一一一

(3)トラクタ側PTO軸へジョイント(オス側)を取付け

ます。ロックピンのiiJiがIOmm以l二社1ていることを確

認してください。

(4)ジョイントをいっぱいに紛め、ジョイントの先端と

入力軸とのH日に10mmほどIIU隔があれば、そのまま使

JI]できます。間隔がない場合は、長い分を切断しま

す。

トラク空PT01J!11 作業機入力軸1sII
トオザ一一一愚綿全長一一一(メス)一寸

時山| |~鵬f
右のスキマが10mm位が良し、。
長いときは切断してください。

(5)ジョイン卜の使える長さは、下表の通りです。範凶

l勾で使用してください。段少ラ ップ(オスメスの重

なり)はCECVで80"m確保しています。

船軍t ジョイン ト型式 最縮(醐全)長 {史え(皿る)長さ

CECV-560 560 560-635 

広1ジ11 610 610-735 
ヨ 660 GGO 660-835 
イ
ン 2 710 710-935 
ト

3 810 810-1135 

回ジョイントの切断方法

(1)長い分だけプラスチ

ック カノ〈ーをオス・

メス両方切り取りま

す。

(2)切り J!)(ったプラスチ

yクカバーとl司じ長

さを、シャフトの先

端から計ります。

@ 



(3)ンヤ 7トをIJ迷カ ッ

タか金ノコでオス、

メス両方切断しま

す。

・高速カッヲは回転が

速く、ケガをするお

それがあります。十

分注意して、作業をおこなってくださ"0

(4 }切り口をヤスリでなめらかに仕上げ、グリースを没

り、オス、メスを組合わせます。

回取付けの注意

(1)ジョイントのロ ックピンを事11しなカfら、 PTO車Iiお

よぴ入力事Iiへ姉入し、ロ ックピンを軸の構で止めま

す。

ハンマーなどでジョ

イントをたたき、強

引に入れないでくだ

さい。
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入力軸カバーを外さなくても、ジョイントは付けられ

ます。取付け、点検するときは、お側 lカ所のRピン

を紘き、上にあげます。

入力軸カバーは、」二戸jきになります。3セットの場合、

ジョイントを取付けるときには上向きにしてください。

(2)セフティーカバーの

チェーンを、 トラク

タの 3.'~X リンクが上

下しでも動かない場

所につなぎます。

3 .'~:リンクを上下し

でも引っ技られない

ようにたるみを持た

せます。

セフティーカバー

A危険
・取外した卜ラクヲのPTO軸カバー、あぜぬり機の

入力軸カバーをもとどおりに取付けてくださ，'0守
らないと、巻き込まれて傷害事故の原因になります。

@ 



トラクタとの調整

A警告
・あせすぬり機の関E置をするときは、 トラクヲの駐車ブ

レーキをかけ、PTO変速レバーを「中立」の位置に

し、エンジンを停止してからおこなってく ださい。

・トラク空のまわりゃあぜぬり機との聞に、人が入ら

ないようにしてください。

・あぜぬり機の下へもぐったり、足を入れたりしない

でください。

守らないと、死亡事故や傷害事故の原因になります。

回前後角度調節

(114S/3S/0S/1 Sシリース

あぜぬり機の入プJ軸が水平になるように、 トァプリ

ンクの長さを湖節します。

(2IA1/A2/Bシリーズ

トァプリンヲの調節ができません。「 トラクタ付属

ロータリjの袋治長さに合わせてください。

回水平の調整

あぜぬり僚の左右が作業のときに水平になるよう

に、 トラクタのレベリングハンドルを1111して、右リ

フトロ ッドの長さを湖絵します。

補足

|作業のときはディスクが元制に刺 右側が

やや上がります。 リフトロ ッドをやl'ばし、右側を

下げ、作業l時にあぜぬり機が水平になるように湖

推してください。

回「量上げJ位置の調節
PTOを同転させながら、ゆっくりあぜぬり機を上

げ、振動や災TTのmない{立世でれIi汗.レバーをJIこめ、
「上げ鋭制ストッパー」で同定します。

19ページの「持ち上げl時の注意」を参!!日してください。

移動・ lま場への出入り
A警告
・作業状態では、あぜぬり機が車輪幅より右側に出る

ため、移動・走行が危険になります。必ず中央セッ

トに戻してから移動・走行をしてください。

・高速走行・急発進・急停車はしないでください。旋

回するときはスピードを落とし、急旋回はさけてく

ださL、。
・運転者以外の人や物をのせないでください。

・子供には十分注意し、機械へは近づけないでください。

・ほ場への出入りは、必ずあぜと直角にしてください。

・急な上り坂で前輸が浮き上がると、ハンドル操作が

できなくなりとても危険です。常に前・後輸のバラ

ンスを考えながら、卜ラク空メーカ純正のバランス

ウェイトをf寸けてください。

・あぜ越えや段差を乗り越えるときは、アユミ板を使

用し、地面に接しない程度に作業機を下げ、重心を

低くしてください。使用する7ユミ板は、強度・長

さ・幅が十分あり、滑り止めのある物を選んでくだ

さい。

-両側に溝や傾斜のある農道を通るときは、特に路肩

に注意してください。軟弱な路肩、草の茂ったとこ

ろは通らないでください。

守らないと、死亡事故や傷害事故につながります。

A注 意
・卜ラク空にあぜぬり機を装着して公道を走行しない

でください。守らないと、「道路運送車両法違反J

となり、事故を引き起こす原因になります。

( 1)移動のときは、あぜぬり機をいっぱいに上げ、 IIIII:工

ストップパルプを完全に「閉め」て、下がるのを防ぎ

ます。あぜぬり機が1.i.右に振れないように、チェッ

クチェーンを張り、ロックナットを締めてください。

(2)移動、ほ場への出入りのときは、リターン位i丘およ

ぴ作業位世から、操作ステッカーを確認、しながら、

格納位世へ移動をおこなってください。
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| トラクタかSの取外し |目
A警告
・あせ'ぬり機の取外しは、平らで固い場所を選び、い

つでも危険をさけられる態勢でおこなってくださ

し、。

-取外すときは、ス9ンドを限付けてください。

・トラケ空のまわりゃあぜぬり機との聞に、人が入ら

ないようにしてください。

・あぜぬり機の下へもくったり 、足を入れたりしない

でください。

守らないと、死亡事敏や傷害事故につながります。

A注意
・卜ラク 告のPTO変速レバーを「中立jの位置にし

て、取外してください。守らないと、誤操作で PT

O軸が回り、傷害事故につながります。

・卜ラクヲからあぜぬり機を取外すときは、あぜぬり

部分を格納位置へ移動し、ス空ンドを取付けてくだ

さい。

囚 4セッ トシリ ース

※必す機体を格納位置(13ページ装着姿勢)に戻します。

川あぜぬり機へスタンドを取付け、スタンド止めピン

を差し、固定します。

(2)ハンドルストッパーを解除します。

(3)カブラのハンドルを引き、フ ックを解除します。

(4)あぜぬり機をゆっくり下げます。

(5)カプラからロワーピンガイドが抜け、 トップピンか

らト γプファクが外れたのを確認して、ゆっくりト

ラクタを前進させます。

外れない場合は、 トラクタとあぜぬり機の左布の傾

斜が合っていないか、 トラクタがま っすぐ前進して

いないかのどちらかです。確認してやり直してくだ

さい。

回 1セットシリース

(1)あぜぬり機ヘスタンドを取付け、スタンド止めピン

を差し、回定します。

(2)あぜぬり機をゆっくり下げます。

(3)トラクタのPTO事Iiからジョイントを外し、次にあ

ぜぬり機の人力車Iiから外します。

@ 

(4 )あぜぬり機のマストから、トァプリンクを外します。

外れないときは、 トップリンクの長さを澗節して取

外してください。

(5)トラクタの右ロワーリンクを、あぜぬり機の右ロワ

ーピンから外します。日さが合わないときはレベリ

ングハンドルを問し、リフトロ ッドの長さを測節し

て取外してください。

(6)トラクタの左ロワーリンクを、あぜぬ 1)機の左ロワ

ーピンから取外します。

(7)トラクタをゆっくり、まっすぐ前進させます。

回 目農工Al、A2、Bシリーズ

A警告
・あぜぬり機の取外しは、平らで固い場所を選ぴ、い

つでも危険をさけられる態努でおこなってくださ，¥，

・取外すときは、スタンドを取付けてくださL、。

・トラクヲのまわりゃあぜぬり機との聞に、人が入ら

なし、ようにしてください。

・あぜぬり機の下へもく ったり、足を入れたりしない

でください。

守らないと、死亡事故や傷害事故につながります。

A注意
・トラヲヲの PTO変速レバーを「中立」の位置にし、

取外してください。守らないと、誤操作で PTO軸

が回り、傷害事故につながります。

※必す機体を格納位置(13ページ装着姿勢)に戻します。

(1 )あぜぬり機へスタンドを取付け、スタンド止めピン

を差し、回定します。

(2)カプラのスト ッパーやロ ック を解除します。

(3)あぜぬり機をゆっく りFげます。

(4 )カブラからロワーピンが抜け、 トップピンからト ッ

プフックが外れたのを確認して、ゆっくり トラクタ

を前進させます。

外れない場合は、 トラクタとあぜぬり機の左右の傾

斜が合っていないか、 トラクタがまっすぐ前進して

いないかのどちらかです。確認して、やりl1J:してく

ださい。



作業前の点検 | 
A警告
・点検は交通の邪魔にならず安全な所で、機械が倒れ

たり動いたりしない、平らな固い場所でおこなって

ください。

・点検.~備・調整をするときは、必ずエンジンを停

止してください。

守らないと、死亡事故や傷害事故、機械の損傷につな

がります。

-トラクヲの取扱説明書「作業前の点検」をよく読んで

ください。

・機械の性能を引き出し、長くご使用いただくために、

必ず作業前の始業点検をしてくださし」

・各部のゆるんだボルト・ナットなどは、増締めをし

てください。

田 機械まわり

(1)ミッションケース オイルi止、オイルもれ点検

(21チェーンケース オイル祉、オイルもれ点検

(3)各古1¥のm俗、汚れ、ボルト、ナットのゆるみlX倹
(4 )ジョイントへのグリース点検、iI:人

(5)グリースニップルへのグリース.... 人検、注入

( 6 )耕うん爪~~alj耗部品の点検、交換

(7)¥11動タイプの場合は、配線の点検

回 シャ ーボルトの点検

川石や杭などの「かみ込みJによる機体の1Jl1却を防ぐた

め、入力軸後}jにシャーボルトを使mしています。
切れていないか点検をおこなってく ださい。

印刷Jれている場合、または作;Rq，切れた場合には、純

正のシャーボルトに交換してください。

(3)シャーボルト

VZRとCZRでは切断設定トJレクが述います。そ

れぞれの明式に合った純LEr.~品をお使いください。

VZR M6X35 (1 0.9) 部品番号 R277 153000 

CZR M6X40 部品番号 ROOB 334001 

部品幽傘零力入

@ 



| 作業時の注意 | 
A警告
・作業中は、トラクヲとあせ'ぬり機のまわりに人を近

っけないでください。

・回転部分に草やワラが巻き付いたときは、 PTO回
転を止め、必ずエンジンを停止させ、巻き付きを外

してく ださい。

・傾斜地での急旋回は転倒のおそれがあり大変危険で

す。トラク空速度を落とし、大きく回ってください。

・あぜぬり機の翻蔓をする場合は、必ずエンジンを止

めてからおこな ってくださ ~\ o

守らないと、死亡事故や傷害事故の原因になります。

・あぜぬり機を使用しないときは、電源コードを抜い

てください。

守らないと、死亡事故や傷害事故、機械の故障をまね

くおそれがあります。

-作業が終わりましたら、土やゴミを、ほ場内できれ

いに落とし、道路には落とさないでください。

田作業速度

~{準作来速度は、 O.2-0.8km/hです。一般的に水分

が多い場合は速め、水分が少ない場合は遅めにしま

す。

・水分多め…速度は速めで、キレイな成形を優先します。

(速度が遅いと、のり而が凹凸になりやすい)

・水分少ない 述度は遅めで、あぜの締め付けを優先しまも

※めやす表
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回PTO回転数
トラクタのPTO回転数は450-600rpmを使川し
ます。(PT 0変述 1i9j-2述)

トラクタのエンジンliil転は1600-2000rpmの範凶

で仙川してください。

国作業中の異常・点検

( 1~民動、興科ーなど作業中の~'I，常は、ただちにエンジン

を止め、点検してください。そのまま使用し続ける

と、他の部分にもmmが広がります。
(2)41-42ページの点検監備 .w常処i丘を参!!日して、必
ず対応をしてください。

-あせ'ぬり作業は、ほ場の条件(水分・土質)に大きく

左右され、同じほ場でも仕上がりが変化する場合が

あります。「上手な作業のしかた」を参考に調整をし

てください。

ほ場条件 | 
囚ほ場条件

(1)あぜぬり機の使nJliijには、ロータリ緋うんをしない

でください。ロータリ耕うんがしであると、 土中の

水分が保たれにくく、あぜがきれいに成形しませ

ん。 またトラクタの直逃走行が悲くなります。秋

緋しは、あぜ際を l行程残して耕うんしてくださ

し、。

(2)元あぜの上にある草は除いてください。新あぜが分

離し、品iれやすくなります。

(3)元あぜの向さは、 VZR300E、CZR300/300Eは18-

25cm以内としてください。

15cm以 Fのときは、オプションの大径ローラーをお

使いください。

(4)元あぜの日さは、 VZR350E、CZR350/350Eは23-

30cm以内としてください。

20cm以下のときは、オプションの大後ローラーをお

f史いください。

回 作業時のほ場水分

あぜぬり機の性能は、ほ場水分の影響を大きく受け

ます。最適なほJ品条例を;醤ぴ、作業してください。

めやす表

上狼水分 手のひらで
砂質 感土 粘土

(%) 土を掘る

25-30 悶まらない × × ム

31-35 少し阻まる 正』 O O 
36-40 ほどよく図まる 。。。市
4)-45 柔らかく閏まる 。。。
46-50 tI1のHUから/1¥る 。。 O 
-水分36-40%で粘土質の場合(*~II ) 、ディスクに土

が一番はりつきやすい土質があります。

この場合は、作業を中止して雨が降るか、もう少し

申iいてからおこなってください。

・この表は、 一般的なあぜぬりの「めやす」です。

33ページの「上手な作業のしかた」を参考にして、条

例を設定してください。

・ト ラクタの車輪がlOOmm以上itむほ場では、作業を

しないでください。

・乾いたほ坊では、雨上がりに作業してください。

@ 



オフセット操作 I~111. 
A注意
・オフセット操作(作業時・移動時の位置変え)のとき

は、支えパイプ等動く部分を持たないでください。

・オフセット操作は、方向軸に溶接してある⑫オフセ

ツ卜用ニギリを持って、動かしてください。

守らないと、死亡事故や重大な傷害、機械の破損をま

ねくおそれがあります。

回 前進作業状態へオフセッ ト

(J)トラクタに袋ff後、スタンドを取外します。

(2)11111圧を下げ、あぜぬり機を地而に付かない程度に低

くしてください。

(3)支えパイプに取付けてある悶定ピンを抜き、方II'j輸

の@オフセ ットITJニギリを持って、fLjを姉くように

移動させてください。

ココを待つ

(4 )右前のフ ァ クに、フ ッ ク軸が岡~されていることを

雌認してください。

前進作業状態

@ 

(5)オフセット位i丘は、 2段階に調節できます。ロック

枠の位[立を変更しておこないます。

トラクタト レッド(タイヤ外金脈)

VZR CZR 

lIIr進① 1480-1600mm 1240-1380mm 

III/進② J600-1780mm 1380-J560mm 

後進 2240mm J940mm 

国 後進作業状態へリターン

(J )1111圧を下げ、あぜぬり機を地而に付かない程度に低

くしてください。

(2)支えパイプに取付けてある悶定ピンを抜き、方向輪

の⑫オフセット川ニギリを持って、F'JをJIltくように

移動させてください。

131Ji: Jiirのフ ックに、フ ック軸が問定されていることを

権法してください。

後進作業状態

回 格納位置へ移動

(J )1111圧を下げ、あぜぬり機を地而に付かないf..!JJtに低

くしてください。

(2)支えパイプに取付けてある問定ピンを抜き、}Jli'j輪

の②オフセット川ニギリを持って、 ILJをJUiくように

中央まで移動させて、支えパイプと ロッドの穴の位

i丘の合った所で回定ピンを差して、i劃定してくださ

し、。



| オフセット操作 II!IIJ.
- あぜぬり機のオフセ ッ ト 操作は、 ~lí気(パ y テリ ) を

利J1lしています。操作は付属の操作ボックスを似川]

します。

A警告
・配線は取銀説明書をよく読み、順序を間違えないで

ください0

・12ボルトバッテリ専用です。 トラヲ告の取扱説明書

で確認してください。

・コネクターは確実に接続してください。

・配線は燃料ヲンクや配管、および動く部分をさけ、

結束バンドで固定してください。

・パ yテリにコードを取付けるときは、火気を近っけ

ないでく ださい。

守らないと、ショー卜して、コードや操作ボックス・

リレーBOXが焼け、ヤケドや火災事故の原因になりま

す。

A注意
・作業後・移動時は、必ず電源コードを抜いてくださ

い。守らないと、誤操作でケガや機械の婦傷につな

がります。

補足
J草作ボックス、 リレーBOX、コネクターなど.;[t

気部品は、水に紛らさないでくださし」

コードとコードをつなぐ接続円

A警告
・あぜぬり機の配線作業は、平らで箇い場所を選び、

いつでも危険をさけられる態勢でおこなってくださ

い。守らないと、あぜぬり機が転倒し、死亡事散や

傷害事故につながります。

@ 

囚 電源取出しのしかた(バッテリ直結)

A注意
・バッテリケーブルは、付属の60A対応のケーフルを

必ず使用してください。

※卜ラクヲの室内電源は絶対に使用しないでください。

(1)配線をするときのショ ー卜 を防ぐため、バッテリの

マイナスGターミナルを外します。

(2)プラス@のターミナルを外します。

(3)プラスのターミナルへプラス側コード (60Aヒュー

ズがある方)を入れ、ターミナルを取付けます。ね

じを確実に締め付け、邪1躍にならないようにボンネ

ットの中を過してください。

プラス1+)
空 ミナル



(4)マイナス側コードを、バッテリのマイナス@ターミ

ナルへl~付けます。

‘z 

…，，-，:l 

(5)オプションの変換ハー才、ス(部IIl，併サ R060 151000) 

をf史mするとドライブハロー、ウィングハロー、ブ
ロードキャスター、ライムソワーのntjbjt取IHしを共

通で使えます。

補足一一一一一

・コードのi限付けは確尖におこなってください。

・作動不良の多くは、ターミナ Jレ1&絞の不良

に)j;(~刈があります。

・バッテリケープルが短い場合は、 HIib;iケー

プルを似川して、全体に余絡をも った配線

をしてください。

回バッテリケーブルと本体ハーネスのつなぎ方

(1)本体ハーネスから11¥ているコードの l極コネクター

を、 'ittì~(ケープJレのコネクターにつな主ます。

喝，... 

1極コネヲ$1-

3 

@ 

回操作ボックスとあぜぬり機のつなぎ方

(1)あぜぬり機から/J¥ている 8極のコネクターに、 「コ

ントロールケープル」の8極をつなぎます。

コントロールケーブル

(2)操作ボックスの8維のコネクターに、 「コントロー

ルケープル」の8栃をつなぎます。

操作ポッフス

(3)あぜぬり機を I:WFげし、ケープルがリ|っ張られた

り、たるみ過ぎないように湖節し、結束バンドで同

定してください。

とのケーブルを結束バンドで固定してください。



補足

-コン トロールケープルや、ffiiJfJtケープルを

是II転席に引込む場合、キャビンのリ ヤウイ

ンドにはさみ込むことは、絶対にしないで

ください。

・必ず専別の引込み11を通してください。守

らないとケ}プルがつぶれて、作動不良や、

故防のj京 I~になります。

A警告
・トラク安からあぜぬり機を取外すときは、必ずあぜ

ぬり機の本体ハーネスから出ている 1極、 8極のコ

ネクヲーを外してください。守らないと、ケーブル

やコネク空ーが破領したり、あぜぬり機が転倒しま

す。

A注意
・コネクヲーは、確実に接続してください。

・バッテリの電圧が低いとき(約12V以下)、所定の性

能が発揮できなくなります。

・バッテリケープルや、電源ケーブルを接続するとき

は、必ず'EB8を確認してください。
逆に接続すると、操作ボックス・本体のリレーBOX

が破損するおそれがあります。

・コネクヲーを外すときは、ケーフルを引っ張らない

でください。断線の原因となります。

守らないと、機械の損傷やケガにつながります。

-電源ケーブル、バッテリケーブルのG冶 は絶
対に接続させないでください。 (誤って接続

するとヒュースが溶断します。)

守らないと、機械の損傷やケガにつながりま

す。

コネクターの取扱い | 
A注意
・各コネクヲーは、端子(ピン)の変形やホコリ・水分

による績傷を防ぐため、取級いには十分に注意して

ください。(着脱はていねいに)

・コネクヲーを外したら、必すオス・メスを組み合わ

せて端子(ピン)の保護をしてください。(ただし、

電源ケーブル、バッテリケーブルは除きます。)

@ 

| リモコンの操作一つ
A警告
・あぜぬり機の開閉操作は、平らで固い場所を選ぴ、

いつでも危険をさけられる態勢でおこなってくださ

い。守らないと、あぜぬり機が転倒し、死亡事故や

傷害事故につながります。

A注意
・リモコン操作をするときは、まわりに人がいないこ

とを確認してから操作してください。

・イ下業をしないときは、メイ ンスイ ッチを必ずfOF 

FJにしてください。

守らないと、ケガや機械の損傷につながります。

A注意
・走行変速はニュー卜ラルにし、必ず駐車ブレーキを

かけてください。

守らないと、機械の損傷につながります。

・操作ボックスは水ぬれ厳禁です。必ずキャビン内も

しくは、屋内に保管してくださL、。

直豆三ヨ
①メインスイ yチ
(電源)

②パイロ フトランプ

③耕深

④耕 深 t

⑤前進作業

⑥後進作業

⑦散水の入、

スイッチで
操作できること

①標準

-電源の入、切
・前進作業オフセ y卜
・後進作業オフセット

②オプション
・耕深調整のi宝、深
・散水装置電源の入、切



電源を入れる | 
(1)あぜぬり機を操作する場合は、必ずJ強制Zポァクスの

~tt iD;tを入れてください。

(2)メインスイ ッチ('I1iib;ll①を l秒以上事1Iしてくださ

い。「ピーJとアラームffがして、 パイロ γトランプ

②が点滅し、¥Ui際が入り 、作業準備状態となりますo

*¥Ili原の「切」は、メインスイ ッチ(¥Ili原)①を、 l 秒以

仁川してください。「ピー」とアラーム11がして、 パ

イロ ットランプ②がi1'iえ、 flliJJ;iが切れます。

補足

|パイロ ツ!ランプ川山きは

①コネクターの接続を確認してください。

②ヒューズの点検をしてください。

バッテリケープル +側の60A

A注意
・一日の作業が終わったら、必ず操作ボックスの電源

を「切」にしてください。

・電源「入」の状態で長時間(8時間以上)放置すると、

トラクヲのバッテリに致命的なトラブルか'発生する

可能性があります。

@ 

囚オフセット操作

A警 告
・中央位置およびリヲーン動作中は、 PTOを回転さ

せないでください。守らないと、機械が故障します。

(lllIiI進作業状態へオフセ ット

①スタンドを外します。

②操作ボックスの⑤rIIIjj佐jを事1Iすとアラーム音が時
り、オフセ ット動作が紛まります。l国ii:ロックが

碓尖に掛かるまで、事1Iし続けてください。(必ずロ

ァクが縫尖に締かっていることを確認してくださ

い。)

ッヴ位置

(2)後進作業状態へリターン

①操作ポ ァクスの⑥「後進」を押すとアラームlTがl防

り、リターン動作が始まります。絡納位位、後進

作業位位まで事Iiし続けてください。(必ずロ ックが

碓尖に街地、っていることを雌認してください。)



(3)絡納、移動{立lriへ移動

①操作ボックスの⑤「後進Jを事)1すとアラームながlぬ
り、リターン動作が始まります。下の写兵のよう

に、絡納i¥/:fnまであぜぬり機を移動させ、 Fの与

兵のように悶定ピンを差して、固定してください。

格納位置

固定ピン

回耕深調節用ミニモーションの操作(オプション)

型式 CZROO-CK 品番 R252901000 

ロータリ部(元あぜ自1)り用)の深さの湖終に使いま

す。

(1 )スイッチの③ri.引を事)1し続けると、ロータリ部が持

ち上がり、七の:w;が少なくなります。

(2)スイッチの③「深Jを事)1し続けると、ロータリ部が下

に下がり、よの揖;が多くなります。

@ 

団 ミニモーシ ョン注意事項

( 1 )辿続使IHしないこと

Hl動機が過熱してサーキ ットプレーカが作動し、シ
リンダが動かなくなります。

(2)頻繁にサーキ ットプレーカが作動する場合は、すぐ

に使mを中止すること。
発火する恐れがあります。

(3 )'，)1 ilfsi '，j1A Iム仕様で不したもの以外では使JIJしない

こと。

火災、感m:のJJ;(閃になることがあります。
(，l}l'n'î終了後、物納II，~には、や)，納部に付いた泥等の汚

れを取除き、シリンダロ ッド部(メッキ部)に布等を

かぶせ、発SIjの防止をおこなってください。

(S)¥U動機に手を触れないこと。

目玉j砧になることがあるので、やけどする恐れがあり

ます。

(6)¥11ibjiコードを引っ張ったり傷めないこと。

感~t:tや故障のj点閃になります。

(7)リリーフ状態は、 2秒以 |二させないこと。

1IIIi品仁昇、作動不良のJj;(閃になります。

川21tZ見l別
サーキットブレーカ

¥u流が設定他より過大になるといl路をシャ断する

もので、 一時的に回路の担11括を ~Jjぎます。



| 作業の方法 | 
( 1 }WXi IJH始から )-3mのII.IJに、 ロータリ部の深さの

湖幣、あぜの締りJ.t-ftの確認をおこないます。

(2)湖撃が終了したら、再度Ibi宇wの所から作業を①~⑤
までおこないます。(4I師作業をおこなうとき)

‘ ・① ② 

③ 

F
O
 

l
l
i
-
-
A
V
 

E
E』

'F
④ 

⑤J 
----ー+• ----rtil入口

(3 )!Iij進作業状態から、パック作業状態へ務勤します。

27-30ベージ「オフセット操作のしかたJを参考にし
てください。

( 4⑤~③の~(lIこ、 íiíj進作業のあぜの末尾部分に作業部

をセ ットします。

(5JIIII!/i正数、作業iliJ.立を格として、後)iを卜分確認しな

がら作業をおこないます。

E
R
W
J
 

リ合一ン作業{川崎II

.2.F?? ・・ :塗

〆間1R1

上手な作業のしかた | 
田 作業状態にオフセッ ト

( 1 1 トラクタに装lf後、スタンドをj~外します。

(2)トラクタの111.給料に合わせ、 ロック枠を付け換え

て、オフセット祉を誠監します。

VZR車輪幅1480-1600mm
CZR車輪幅1240-1380mm

VZR車鎗幅1600-1780mm 1 
CZ円車輪幅1380-1560mm. 

O 

(iり'11輪師は、/i:れのタイヤ外側の全幅で;uってくだ
さし、。

(3)トラクタに袋3前後、イヲ仰lにオフセ ットして、作業状

態にします。

@ 



回口ータリ部の調整

(1)上而Ijl)り部

①Rピンを Fのち.点の位Iuに取付けます。

上側 トーから 2番目が標準です。

下mIJ 上から 5番Idi.I'傑準です。

A 
②部く削りたい場合

仁側のスプリングエンドをいったん外し、下~II) の

ロータービンを⑥の穴に差し変え、上側を元のよ

うにもどし、スプリングエンドを③の火に差し変

えてください。

③!￥く削りたい場合

七側のスプリングエンドをいったん外し、 F仰lの

ローターピンを④の穴に悲し変え、上側を元のよ

うにもどし、スプリングエンドを①の穴に悲し変

えてください。

@ 

(2)ロータリ部(元あぜ削り)

①l~i主ハンドルを 1"1 し、標準に合わせます。

2-3m作業して、 二ti訟を確認してください。

②土誌が多いときは、深i主ハンドルを阿して、 「少」

の方に調整してください。

③土位が少ないときは、 I主浅ハンドルを IITJして、

「多Jの)jに調教してください。

③調整が終わっ たら、 ~ì:J1ハンドルを倒してくださ

し、。

• i1，;t 'i Iの振動で設定位i白が変化しないように、ハ

ンドルの1"1り1.1-，めになります。
「一一一一一一一ー
作業時の位置

深浅ハンドル



国土量の調整

川ガイド板

ガイド板は、あぜの1.4さに追従してフリーにヒ下し、

械への土のはき111しを防ぎます。

21: 1: 11:め板

¥!.!あぜ而への ヒの)Jkを調整します。

②傑 il~は閉じの状態で、あぜIÍIÎへの士の祉を多くし

ます。

③低いあぜの作業のときは、土の批が多くなりやす

く、その場合fIJllJの状態にして、 tを後Jiに逃が

します。

@ 

田方向輸の調整

ili.給幅より;(i側にオフセ ットして作業をおこなうた

め、機体がた側に似れたり、 トラクタのハンドルが

JC{られる場合があります。

)iliiJ輸は機体の振れを吸収して、 l立進1'1:をb!.くする

ために調整します。

川JC{付けの位li:!(傑準{立i立)

①VZR300E、CZR300/300Eのとき

3カ所ボルト火があります。'1'央と |ずの火を使っ

て、確実に締付けてください。

¥VVZR350E、CZR350/350Eのとき
3カ所ボルト火があります。 七と'1'央の火を使っ

て、確実に締付けてください。

121深さのめやす

①標準のめもりの位Ii:!に合わせ、作業をおこないな

がら、機体の振れや トラクタのハンドルJC{られを

確認してください。

②阿いほ場では、ややi主めにしてください。

③出悶では、やや深めにしてください。

③耕うんしてしまったほ場では、やや深めにしてく

ださい。

(it) )ilijJ輪をあまり下げすぎると、あぜぬり機本体を

浮かせる場合があります。この場合、あぜの上而お

よび府部の締りがjEくなります。



オプシヨン部晶(別売..  

回低いあぜの対応(大径ローラー)

ロータリ昔日の~さやカバーの調節をしても、ディス

クがあぜ7与さまで下がらない場合は、大筏ローラー

(別売り)に融l捗えてください。

UZOO-TR 大径ローラー216(，日1帯 R008 9020∞) 

UZ-300と共通です。

大径ローラーの延長(AZ、UZ-300と共通です)

延長パイプL AZ(品番 7J04 2200ω) 

)
 

'
L
 
プJl
 

T
 

回上面ローラーの調節

( ， )あぜ上f(ijの帆が広い場合は、延長ローラー(別売り)
を追加してください。

標準ローラ ーの延長 (AZ、 UZ-300 と j~過です)

UZOO-ER延長ローラー140<.'，-1，帯 R008 909000) 

ローラー

水路

(2)あぜ上而の闘がせまい場合は、延長古1¥分を外してく

ださい。

回中あぜ部品(AZ、UZ-300と共通)

ほ場の中に、 行桜でr'I'あぜ」をつくります。
・中あぜ部品とは、目印経度の区切りのあぜであり、

作里lUIIのあぜとは逃います。

z∞-NA 中あぜ部品(組)(品需 R008 901000) 

標準で 13.5cm 
組合せで 19cm 

24.5cm 

---ーJ=l 15 
20 
cm 

回補助ローラー(AZ、UZ・300と共通)

あぜ上而の外側の府を成1f~ しま す。

こぼれた上を事l'さえて上而をキレイにしたり、隣の

水mに土を落とさないようにします。
z∞ HR 補助ローラー140(品番 R008 903000) I 

@ 



-・~司王主~Jrrf置~:割当閣圃圃

i主くお使いいただくためには、日常の保守也i'Plが大切

です。

A警告
・点検.m備をするときは、交通の締魔にならず安全
なところを選んでください。機械が動いたり、倒れ

たりしない平らな固い場所で、卜ラクヲの前輪には

車止めをしてください。

・点検.m備をするときは、トラク:>の駐車ブレーキ
をかけ、 PTO変速レバーを「中立Jの位置にし、工

ンジンを停止してからおこなってください。

・あせ'ぬり機の落下を防止するため、油圧ス卜 yプバ

ルブを完全に「閉めjてロックし、あぜぬり機の下へ

台を入れてください。

・爪や回転部分に草やワラが巻き付いたときは、必ず

エンジンを停止させ、巻き付きを外してください。

・ディスクは鋭利になっています。素手でさわらない

でください。

守らないと、死亡事故や傷害事故の原因になります。

回 ボルト・ナットのゆるみ点検

使IfJII寺ごとに各部のボルト ナット、特に爪取付け

ボルトを吻締めしてください。新品の場合は、使JTJ

21時間後に必ずl円締めをしてください。

特に爪ボルトは、 If'・めの点検、 I円締めをお願いしま

す。

@ 

回 ジョ イントの給油

グリ ースニップル

使IfJI時ごとにグリースを注入する。

③ジョイントスプライン部

使用l時ごとにグリースを塗る。

。シャフト

シーズン後にグリースを絵る。

⑥ロァクピン

シーズン後に1，1ゴ111する。

セフティーカバーにも、デリースニップルが
左右1カ所すつあります。ゲリ スを注入してください。

回 オイル量の点検と交換

(1)オイル:[J1の点倹

作業状態にして、オイルの祉を点検してください。

不足の場合はギヤオイ Jレ#90を補給してください。

(2)オイル交換

工場出荷11寺には給油しでありますので、第l回目の

交換まではそのまま使JHしてください。

-チェーンケース

ドレーンボルトを外して、オイルを却I'/JIします。注

illl日から規定広を紛れ11してください。

，主油ロ ドレーンボルト



困クリース補充

グリ ース……下の写真3枚の各所にグリースニップ

Jレがあります。グリースを兆入してく

ださい。

または8時間ごとに点検 ・補充してくださ

深浅ハンドル

作業liij、

し、。

ダリースニップル

-ミッションケース l

ミッションケース 3-ミッションケース 2、

ツ
シ
ョ
ン
ケ
ス
2

. t.l1ii ~IJ り ミッション

ル/
給11".オイル交換は、下記のi凪り尖施してください。
r-

オイル交換の時IIU
給I111箇所 オイルの組類 11"却;

1 I!'!I日 2阿日

ミッションケースl ギヤオイル#90 0.5e 301時間 25011別問

チェーンケース ギヤオイル#90 2.se 301時1:日 25011寺1:日

ミッンョンケース2 ギヤオイル#90 I.oe 301時/l日 25011寺IIU

ミッションケーλ3 ギヤオイル#90 2.5e 3011寺IIU 250lhillU 

上而削りミァション ギヤオイル#90 0.5e 301時IIU 25011制日l

@ 



回 チェーンタイトナーの調節

作業ごとにチェーンがやl'，チ工ーンケース

びます。作業iiilには必ず

湖撃をしてください。

(1)ロァクナ ットをゆるめま

す。工Jlを使わないで、

必ず手で、ゆるんだ分を

締め込んでください。

※工具で締めるとチェーン

がやl'ぴ過ぎます。

(2)ロックナ ットを締めます。

困耕うん爪の種類と本数

あぜぬりの性能に大きく影響します。破mしたり、
l輩粍した爪は、平めに交換してください。

・すり減った爪での作業は成形に大きく~轡します。

ロータリ部

T208L爪 6本 (部品番号 1300 205000) 

元あぜ削り部

T8R爪 3本 (部品番号 R252 161000) 

T8円 T208L 

@ 

回 ウイングの交換

6分自lのウィングは、交換できます。

11Jrに全部外さないで、 l枚ずつ交換してください。

(111]逃ぃ防止)

ウィングが全体に減ると、あぜぬり性能に大きくi彩

轡しますので、早めに交換してください。

A注意
・摩耗部分は鋭利になっています。必す手袋をして作

業してください。守らないと、傷害事故につながり

ます。

¥)， 

も

電b

【 地球にやさしく 】目
jiJ!)fJ i青みのオイルをむやみに捨てると環境汚染になり

ます。

(1)オイルを排出するときは、必ず容器十に受けてくださ

い。地而へのたれ流しゃ川への廃棄は絶対にしない

でください。

( 2 )ß~il l l 各都ゴム部品 交換i斉のウイングなどを捨て

るときは、おriぃ求めのJ::!t品、販売l古にご相談くだ

さい。



A警告
・格納は、雨や風があたらす、平らで固い場所を選ん

でください。

・あぜぬり機の格納はス合ンドを必ず付け、キャスタ

ーのスト ツ /~ーをかけてください。

・カブラ・ジョイン卜はあぜぬり機から外して、地面

に置いてくださし」 特にジョイントは、ほこり等の

付かない所に格納してくださ ~\ o

・格納庫には子供を近っけないでください。

守らないと、あぜぬり機が転倒し、傷害事故や機械の

損傷につながります。

@ 



| 点検整備チェックリスト l 

時 |削 事1 日

① チェーンケースのオイルの品点検

② ミッションケース lのオイルの量点検
新品使用始め

③ ミッションケース 2、ミッションケース3のオイルのlil:点検

④ 上回削りミ γションのオイルの誌点検

新品位!ijj 2時IiU ① ボルト・ナ γトの1M締め

① チェーンケースのオイル交換

② ミッションケース 1のオイル交換

新品使用 30時Ii日 ③ ミッションケース 2、ミッションケース 3のオイル交換

@ 上而削りミ ッションのオイル交換

⑤ オフセ ット、深浅ハンドル部のグリ ース補給

① 耕うん爪のJfj(f.tボルト増締め

② チェーンケースのオイル虫、オイルもれ点検

③ ミッションケース lのオイル位、オイルもれ点検

④ ミッションケース 2、ミ ッションケース3のオイル虫、オイルもれ点検
{史 j刊 liiJ 

⑤ 上I日削りミ ッションのオイル位、オイルもれ点検

⑥ チェーンケース、タイトナーの点検、i'J.1整

⑦ ジョイン トのグリ ースニ ァプルへグリース注入

③ 地I日から上げて回転させ、』日ff5~常のチェ ッ ク

① きれいに洗い、水分ふきとり

② ボル ト 、ナット、ピン~jのゆるみ、 l民務チェ ア ク

③ 緋うん爪、ガード等の摩耗、折れチェ ック
使 JlI 後

③ 入力軸へグリースを塗る

⑤ ジョイント、ロ ックピンへi主力Ii

⑥ 動く部分へ注iUI

① チェーンケースのオイル益、オイルもれ点検、補給

② ミッションケース lのオイルi止、オイルもれ点検、補給

③ ミッションケース 2、ミッションケース 3のオイル量、オイルもれ点検、補給

④ 上而自IJりミ ッションのオイルi.L オイルもれ点検、補給

⑤ チェーンケース、タイ トナーの点検、調整
シ}ズン終了後

⑥ オフセ ット、深浅ハンドル部のグリース補給、チェ ック

⑦ ジョイント、スプライン苦11へグリースを塗る

③ ジョイントのシャフトヘグリースを塗る

③ 無塗装部へサピ止め

⑬ 消耗品は早めに交換

@ 



l 異常と処置一覧表 l 
使用中あるいは使用後の点検l時に下表の拠'出が発生した場合は、再使用せずにすぐに次の処世をしてください。

部位 疲 状 原 因 処

事Ii受ベアリングの興常 ベア リング交換
異 3H Z の 発生

調F 爪取付ボJレトのゆるみ ボルト締付

緋うん刺lのIIIiがり 耕うん軌交換
振動 の 発生

ワ 緋うん爪の配列間違い 爪配列のチェ γク

チェーンの切れ チェーン交換
調I1が回 らな い

ん 駆動調Iiの切れ 駆動制l交換

オ イ Jレ も れ オイルシールの典常 オイルシーJレ交換

軸 残耕ができる 耕うん爪の惨事t、折れ 耕うん爪交換

土が寄らない 耕うん爪の配列11.日述い Jf¥配列のチェアク

チ
チェーンタイトナーの破損 タイトナー交換

エ
与町 音 の 発 生

スプロケットの拡11話 スプロケット交換

ン カバーパッキンの切れ パッキン交換
ケ オ イ 1レ も れ

チェーンケースカバー締付ボルトのゆるみ ボル ト増締め

ス 熱 の 発 生 オイル抵不足 オイル有li給

ベアリングの典常 ベアリング交換

』も 1I の 発生 ギヤの1tI傷 ギヤ交換(ベベルギヤの究書11組合せでお願いしiす。)
、、、 ベベルギヤのカミ合ぃ不良 シムで湖捻

'J 

;/ 
入力軌オイルシールの梨'it オイルシール交換

ヨ パッ キンの切れ パッ キン交換

ン オ イ Jレ も れ

ケ
パッ キン剤の劣化 パッ キン剤塗り直し

締付ボJレトのゆるみ ボルト柁i締め
ス

費長 の 発 生 オイルI量不足 オイル補給

オイ Jレ興 ';ï~ 減少 駆動植Iiオイルシール興常 オイルシール交換

}~ 音 の 発生 グリース量不足 グリース注入
ジ

ジョイント折れ角が不適切 jjij f圭角度姿勢の淵繋
ヨ ジョイン トl鳴り
イ あぜぬり機のよげすぎ リフト:11の規制
ン

ト
た わ む シャフ トのカミ合い幅不足 長いものと交換

スプライン古11のガタ ロック ピンとヨークの摩耗 すぐに交換

@ 



用語と解説

アヲ γチメント

作業機に後付けする製品

オート装置

作業機の均平板の動きをセンサで感知lして、 トラク

タにHt気または機械信号で伝え、 トラクタのれIi圧を

自動的に作動させ、作業深さを一定に規制する装i世

オートヒッチ、カブラ

トラ クタに乗ったまま、ワンタッチで作業機を装着

できるヒ ッチ

ウリープ

超低迷の作業速度

耕深

緋うんする深さ

コネク空ー

コードとコードをつなぐ接続口

サーキ ットブレーカ

Ht流が設定値より過大になると匝l路をシャ断するも

ので、 一時的にInl路の損傷を防ぎます

3点リンク

トラクタに作業機を装着するための 3，1~X で支持をお

こなうリンク

ジョイント

トラクタの動力を作業機へ伝達するための軸

ヲーンノtック)v

トップリンクの短い物(長さの調整ができる)

ダッシンク

耕うん爪の回転で、 トラクタがiiijに押され、飛ぴIH

すこと。

す
ル
市
山甲規を

1
H
U
 
i
 
るれ銀右左品川M機業tv

 
f
 

、/
1

ν

一

対

工

に

ン

チ

タ

一

均
J

今
〆

エ

ツ

ラ

チ

エ

ト

る

チ

卜γプリンク

作業機を装;{rする 3点のリンクのうち、作1)佐機の上

部をJiiり下げているリンク

ブラケ y卜側

チェーンケースの反対の有11受仰l

ポジションコントロールレバー

行，::ff機を上げ下げするために使用するレバー

揚カ

トラクタが作業機を lニ11・させるための力

リフトロッド

トラ クタが作業機を七げるためロワーリンクと述結

しているアーム

リリーフ状態

シリンダが最和iおよび最長時、これ以上fOIiび紛みで

きないときに-frが変わったとき

リリーフ弁

I1I1圧談世に規定以上のれ11の圧力がかかり、 I1111主装trt
が倣損することを防止する弁

ロワーリンク

作業機を装着する 3点リンクのうち、作業機の下部

をfi1り下げているリンクで左右 l本ずつある

@ 
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松山株式会社
4'トl 〒:18同0497

物品Lセンター 〒386.0497

It海道引業所 干068.0111

旭川 11¥~~ 所。〒079.8431

fif広 111~;所〒082 ∞04

*北常業所 〒989.6228

l聞東 ';:1':l"i所干329.4411

長野官業所〒386.0497

問 111引業所〒708.1104

九州';:~ l'，所〒869.0416

Ilj九州IIi'JJ!，軒干総5.0074

長野県小.U，lllll)l(-町溢川5155
官 (0268)42.7500 FAX (0268)42.7556 

長野V，-t /J ， V;~1部九子町樋川2949
宮 (0268)36.4111 FAX (0268)36.3335 

北海道空拍Ii~;l\'.!沢町平 11J1~194.5 
.. (0126)'15"1000 FAX (0126)<1忌4516

北海道旭川di"'lll附8fH32
"(0166)46.2505 FAX (0166)46.2501 

北海道河阿部#弔町東月一宮北 l線18~昨 10
宮 ω155)62.5370 ドAX(0155)62.5373 

'I~{峨県内川市消ホ3丁 11 石川24需 11
宮 ω229)26.5651 FAX (0229)26.5655 

栃本Vr~ l' 都賀加点、I'.~r繊細みず 1.5.3

宮 (0282)'15.1226 FAX (0282)4'1∞50 
長野県小W~;)l-(- mr塩11129，1 9
宮 (0268)35-0323 FAX (0268)36.3335 
岡山 ~I;~j-I!山市綾部 1764 .2
宮(0868)29.1180 FAX (0868)29.1325 

熊本県ヰ 1:.di訟山町1134.10
"(09刷)24.5777 FAX(ω601)22.6775 

M崎県都城JIT'I'斐元町3389.1
"(0986)24.6'112 FAX (0986)25.70'14 
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